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６．共同研究の成果 
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

近年，情報技術の発達に伴いデータが大規模複雑化してきており，既存の解析手法では目的を達

成できない場合がある．加えて，様々な解析手法が提案されており，そのような手法間の関係性を

明らかにし，体系化することが望まれている．これまで，研究代表者らは主として行列近似問題と

して定式化した新たな多変量データ解析法を提案し，その有効性や既存手法との関連を明らかにす

ることに取り組んできた．今回は特に大規模複雑データ特有の問題を考慮した行列分解型多変量デ

ータ解析法の提案とその理論的側面の追求を目的として研究に取り組んだ． 
 主な研究成果として，2 つ挙げられる．1 つ目は，分析目的に沿って形状が異なるような様々なタ

イプの大規模複雑データに対する行列分解型多変量解析法を開発したことである．例えば，分類を

伴う次元縮約法においては，全ての変数が順序尺度である多変量データや，非対称非類似度データ，

キューブ状に与えられる多元データなどに対して適切な手法を開発した．これらは既存の手法では

解釈可能な結果を抽出できない状況に適応した手法である．またほかにも，2 つの多変量データの

うちひとつからクラスターを抽出し，そのクラスターをラベルとみなしてもう片方のデータで判別

する解析法や，全てが非負値で与えられるデータに適した行列分解型解析法，関数データに対する

正準相関分析など，目的や状況によって特殊な形状・性質をもつデータに対する新しい解析法を開

発した．研究成果の 2 つ目は，行列分解型多変量データ解析法に関する理論的側面を明らかにした

ことである．寺田はクラスタリング法と次元縮約法の同時分析法のひとつであるFactorial K-means
法によって得られる推定値が概収束するための条件を導いた． 
（研究成果のつづき） 
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